
さがみ信用金庫総合企画部　
調査日 令和5年6月上旬

調査地域 小田原市、南足柄市、秦野市、足柄上郡、足柄下郡、中郡

全調査先数 当庫取引先316社

調査対象 当庫取引先313社（製造業27.2%、卸売業11.2%、小売業16.6%、サービス業18.5%、建設業18.5%、不動産業8.0%）

有効回答率 99.1%

分析方法

1．概　況

業種別業況天気図 令和4年
4月～6月

令和4年
7月～9月

令和4年
10月～12月

前期
令和5年
1月～3月

今期
令和5年
4月～6月

来期見通し
令和5年
7月～9月

総 合

製 造 業

卸 売 業

小 売 業

サ ー ビ ス 業

建 設 業

不 動 産 業

好調  ← →   低調

第１９２回中小企業景気動向調査（県西地区）結果速報
                （ 令和5年4月～6月期実績 と 令和5年7月～9月期の見通し ）

各質問項目で、「増加（上昇）」したとする企業が全体に占める構成比と、「減少（下降）」したとする企業の構成比
との差（ＤＩ・判断指数）を中心にして分析を行いました。

　来期については、業況ＤＩは5.5ポイント悪化の▲10.9となる見通しです。また、売上ＤＩは11.9ポイント改善の7.7とな
り、収益ＤＩは7.3ポイント改善の▲3.2となる見通しです。
　業種別では、「卸売業」、「サービス業」は業況ＤＩ・売上ＤＩ・収益ＤＩがそれぞれ改善となる見通しです。「製造業」、
「建設業」は業況ＤＩは悪化、売上ＤＩ・収益ＤＩは改善となる見通しです。「小売業」、「不動産業」は業況ＤＩは悪化、売
上ＤＩ・収益ＤＩは横這いとなる見通しです。

業況ＤI・売上ＤＩはやや改善、収益ＤＩは改善

　「第192回中小企業景気動向調査」によると、景況感を表す業況ＤＩは前期比2.0ポイント改善の▲5.4となりました。ま
た、売上ＤＩは2.9ポイント改善の▲4.2となり、収益ＤＩは6.2ポイント改善の▲10.5となりました。

　業種別の状況については、「製造業」、「サービス業」は業況ＤＩ・売上ＤＩ・収益ＤＩがそれぞれ改善となりました。「小売
業」は業況ＤＩ・収益ＤＩは改善、売上ＤＩは悪化となりました。「卸売業」、「不動産業」は業況ＤＩは悪化、売上ＤＩ・収益Ｄ
Ｉは改善となりました。「建設業」は業況ＤＩ・売上ＤＩ・収益ＤＩがそれぞれ悪化となりました。
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総合 業況・売上・収益ＤＩの推移 業況 売上 収益

（業況DI目安） 100 ← 50 ←  30 ←     0 → ▲30 → ▲50 →  ▲100

前期 （令和5年1月 ～ 令和5年3月期実績）
今期 （令和5年4月 ～ 令和5年6月期実績）
来期 （令和5年7月 ～ 令和5年9月期予想）
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　　２．業種別の特徴（業況ＤＩ ・ 売上ＤＩ ・ 収益ＤＩ）

製造業

卸売業

小売業

(業況ＤＩ)　前期比11.8ﾎﾟｲﾝﾄ改善の5.9、来期見通し▲3.5業況ＤＩ・売上ＤＩ・収益ＤＩはそれぞれ大幅に改善

　　来期については業況ＤＩは悪化、売上ＤＩ・収益ＤＩは改善となる見通しです。

業況ＤＩは大幅に悪化、売上ＤＩ・収益ＤＩは大幅に改善 (業況ＤＩ)　前期比20.9ﾎﾟｲﾝﾄ悪化の▲5.7、来期見通し5.7

　　来期については業況ＤＩ・売上ＤＩ・収益ＤＩは改善となる見通しです。

業況ＤＩは大幅に改善、売上ＤＩは悪化、収益ＤＩは改善 (業況ＤＩ)　前期比10.7ﾎﾟｲﾝﾄ改善の▲7.7、来期見通し▲26.9

　　来期については業況ＤＩは悪化、売上ＤＩ・収益ＤＩは横這いとなる見通しです。
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ｻｰﾋﾞｽ業

建設業

不動産業 (業況ＤＩ)　前期比16.0ﾎﾟｲﾝﾄ悪化の▲24.0、来期見通し▲28.0

(業況ＤＩ)　前期比5.0ﾎﾟｲﾝﾄ改善の▲5.3、来期見通し▲3.5

　　来期については業況ＤＩは悪化、売上DI・収益ＤＩは改善となる見通しです。

業況ＤＩは大幅に悪化、売上ＤＩ・収益ＤＩは大幅に改善

　　来期については業況ＤＩ・売上ＤＩ・収益ＤＩは改善となる見通しです。

業況ＤＩ・売上ＤＩは改善、収益ＤＩは大幅に改善

(業況ＤＩ)　前期比1.8ﾎﾟｲﾝﾄ悪化の▲12.1、来期見通し▲17.2業況ＤＩはやや悪化、売上ＤＩ・収益ＤＩは大幅に悪化

　　来期については業況ＤＩは悪化、売上ＤＩ・収益ＤＩは横這いとなる見通しです。
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　　３．特別調査　　

≪問1≫

≪問2≫

≪問3≫

貴社では賃上げ、もしくは一時金の支給を実施しましたか。賃上げや一時金の支給をした
方はその原資についてお答えください。

貴社では、昨今の原材料・仕入価格の上昇分や電力・エネルギー価格の上昇分相当を、
販売価格に転嫁（上乗せ、値上げ）できていますか。

「アフターコロナと中小企業」

新型コロナウイルス感染拡大から3年が経過しましたが、貴社の現在の売上について、感染拡大
前（およそ3年前）と比べ、どの程度となっていますか。

（単位：％）

（単位：％）

（単位：％）
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販売価格の引上げ
経費の節減

内部留保の取り崩し
その他

賃上げはしていない
無回答

販売価格の引上げ
経費の節減

内部留保の取り崩し
その他

一時金は支給していない
無回答

賃
上
げ
の
実
施

一
時
金
支
給
の
実
施

賃上げ実施 51.4％

一時金支給実施 22.5％
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全て転嫁できている

ほぼ転嫁できている

やや転嫁できている

転嫁できていない

無回答

全て転嫁できている

ほぼ転嫁できている

やや転嫁できている

転嫁できていない

無回答
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大幅増加（201％以上）

増加（151％～200％）

やや増加（111％～150％）

ほぼ変わらない（90％～110％）

やや減少（71％～89％）

減少（51％～70％）

大幅減少（50％以下）

無回答
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≪問4≫

≪問5≫

貴社では、3～5年後に向けて、現在の事業をどのように展開していきたいとお考えですか。

貴社では、人材確保のための職場環境改善へ向けて実施していることはありますか。

調査内容の詳細をご覧になりたい方は、下記までご連絡ください。

さがみ信用金庫総合企画部 ： ＴＥＬ ０４６５－２４－３１６２
Ｅ-mailアドレス ： souki@sagami-shinkin.co.jp

（単位：％）

（単位：％）
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特に考えていない

無回答
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賃上げ等、待遇面の改善

ワークライフバランスの充実（長時間労働是正等）

テレワーク等、IT化の推進

人事管理（評価、処遇）の適正化

非正規雇用の処遇改善

高齢者の就業促進

女性が活躍しやすい環境整備

外国人人材の活用

子育て、介護との両立

特にない

無回答

複数回答
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